
令和 8年 2月６日 

保護者 様 

神埼市立千代田東部小学校 

校 長  冨永  和重 

 

令和 7年度 第２回「学校評価アンケート」結果について 

 

余寒の候、日頃より本校の教育活動に対するご理解とご協力ありがとうございます。 

さて、１１月に実施しました、第２回「学校評価アンケート」の集計結果について、下記のように 

お知らせいたします。集計にあたり、「１：よくあてはまる ２：だいたいあてはまる ３：あまり

あてはまらない ４：全くあてはまらない」のご回答で、「１」と「２」の合計を「良い評価」と

し、「３」と「４」を「課題」としています。結果は、全般的に良い評価項目が多かったです。今回

は、今年度の結果とここ数年間の結果をもとに経年変化を考察してみました。 

 

【児童のアンケート結果より】 

〇長期間にわたり、良好な傾向が安定している項目 

 

 

 

 

 

 

 

〇課題として見られるが、ここ数年間で少しずつ上昇傾向にある項目 

 

 

 

 

 

 

 

○ 改善が課題のまま残る傾向の項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理整頓・家庭学習は保護者の皆様と協力しながら改善を図っていきたいと思います。また、外遊

びについては、異学年遊びの提案や外遊びイベントを計画するなど学校全体で体力向上を目指し、実

施していきたいと思います。 

・机の中やロッカーはいつもきちんと整理できていますか ・昼休みに外で元気に遊んでいるか 

・毎日、学年に合った時間、家での勉強ができているか 

※整理整頓：個人差が大きく、継続的な指導が必要な領域。他校でも改善に時間がかかりやすい。 

※家庭学習：家庭の生活状況に左右されやすい。 

※昼休みの遊び：人間関係、天候、教室遊びの魅力、流行（カード・ゲーム等）の影響が出やすい。 

        高学年については、委員会活動や行事の準備のため外遊びの時間が取れない。 

・ヘルメットをつけて自転車に乗っている      ・千代田町の町や人が好き   ・学校は楽しい 

・月のめあてや学級のきまりをきちんと守っている  ・友達と力を合わせて生活や勉強ができる 

・ノーゲームデーの取組を進んでしている      ・無言掃除ができている 

※これらの項目は、令和元年から現在まで一貫して良い回答割合が高いものです。児童の生活習慣として、しっか

りと根付いていると考えられるものであり、学校の文化として定着したものと考えられます。 

 
・本を読んでいるか              ・自分には良いところがあると思うか（自己肯定感） 

・夜更かしをせず、早く寝ることができているか ・進んでボランティア活動をしているか 

※学校の読書活動、SDGｓやボランティア活動、自己肯定感を高める学級づくりなどの取組の成果が少しずつ表れ

ていると考えられます。また、自己肯定感については全国的に課題となることが多いので、少しずつではあります

が、上昇していることは非常に良い傾向だと考えられます。 

 

 



【保護者アンケートより】 

  今回もありがたいことに、多くの項目で「肯定的回答」が圧倒的に多かったです。学校や学級の

取組をよく理解してくださっていること、安心して学校にお子様を預けてくださっていること、教

職員へ厚い信頼を寄せてくださっていることがうかがえました。 

  まだ伸びしろがある項目もありました。 

 

○ 今後の伸びが期待される項目 

 

 

 

 

 

 

   

   

 学校としては、家庭学習の取り組みやすい工夫、ゲームやスマホの適切な活用に関する啓発など、

ご家庭と一緒に取り組める支援を引き続き行っていきます。 

 

 

最後に 
日頃から学校に寄り添い、応援してくださっていることが伝わってくる結果に、心より感謝申し

上げます。 

保護者の皆様のご意見は、学校づくりの大切な指標です。いただいた声を励みに、これからも、

子供たちが安心して楽しく学べる学校づくりに努めてまいります。今後ともご理解・ご協力をどう

ぞよろしくお願いいたします。 

1. 家庭で 23日のノーゲームデーを実施していますか 

2. 家庭で早寝・早起き・朝ご飯を行っていますか 

3. 毎日、学年で決められた時間の家庭学習をしていますか 

4. お子さんの良いところ・頑張っているところを伝えていますか 

5. 学校からの便りや宿題・ノートなど気をつけて見ていますか 

6. 授業参観・学校行事・PTA行事に積極的に参加していますか 

7. スマホやゲームのルール・時間を家庭で決めていますか 

 

これらは、生活スタ

イル等によって大き

く差が出る領域であ

り、全国的にも課題

になりやすいもので

す。 


